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漂流岩屑からみた日本海北部の季節海氷の歴史と東アジア冬のモンスーン

Seasonal sea-ice history of the northern Japan Sea and East Asian winter monsoon
fluctuation
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　日本海北部より採取された５本の堆積物コアに含まれる漂流岩屑の産状は，完新世とステージ 5.5 の温暖期

を除き，北海道沖まで季節海氷が達していたことを示した．海氷の南縁は世界的な寒冷化によって大きく変動しな

がら南下し，最終氷期最盛期には通常時は渡島半島沖にあったが，時には男鹿半島沖まで南下したことがあったと

考えられる．後氷期にはおよそ１万年前までは松前海台付近にとどまっていた氷縁は，その後の温暖化によって急

激に北上し，現在の位置まで後退した．留萌沖から採取されたコアの詳細な分析結果によれば，漂流岩屑の量は大

きく変動し，ステージ 6の前半，ステージ 5と 3の後半に多産する．このような変動は酸素同位体比曲線に示され

るような汎世界的な変動とは同調しない．基準となる時間面は少ないが，現在得られている堆積年代のデータから

堆積速度一定で漂流岩屑のピークの年代を推定すると，中国のレスの石英の粒度に認められる東アジア冬のモン

スーンの強かった時期にほぼ対応するように見える．また，漂流岩屑の特に多産するところはグリーンランド氷床

コアの化学組成から極循環が強くなったと考えられる時期にも対応する．これらのことは，漂流岩屑に認められる

千年オーダーの変動は極循環に関係したシベリア高気圧の強弱の変動（冬のモンスーン）を記録していると考えら

れる．


